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00
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一部又は全部委託

実施・運営
方法

・水路底面及び法面コンクリートを打設し、農業用かんがい施設を整備する。
・職員は、設計、監督を行う。
・平成22年度は、用排水路改修工事3件と除塵機設置工事1件を実施した。
・平成23年度は用排水路の改修は行わず、樋門改修工事1件を実施する。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

農業に不可欠な水を確保し、効率的な農業生産基盤の整備を推進する。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 4

産業振興

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

農業

6

名称：　　　　

4 1

会計区分 施設整備系

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

かんがい排水事業

063

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

市民産業部
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受益者負担 内容

事務事業名

2,564

一般財源

2,400
財
源

3,765

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

6,165

18,434

400.9

34,250

その他財源

73,378

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.10

73,914

0

37,100

担当係

事業類型

農業用施設の整備を進める

一般会計

地域住民組織

536536 536

Ｈ22決算額

5,629

0

18,434

0.00

対前年比

農政課

事業係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金
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実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

農業生産基盤である農業用かんがい施設の整備は、今後も順次進めていく必要があ
る。事業を廃止すれば整備が進まず、効率性の向上が求められる今後の農業におい
て、悪影響を及ぼす可能性がある。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

各施設の状況を把握し、計画的に整備を進めていく。

農業用かんがい施設の整備は計画的に進めていく必要があり、今後も市が実施すべき
と考える。

整備延長

事業目的の
達成状況

平成22年度は、「地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業」において大草地内の用排水
路改修工事（整備延長1,015ｍ）を施工しており、それを含めると実績は1,957ｍとなる。
目標以上の整備ができており、農業の効率性向上に貢献している。
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